
ガザの人、そして子どもたちが身近に感じられる写真や絵を集めました。
　空爆前のガザの生活やアトファルナなど子どもたちの様子、
　子どもの描いた絵などに、一言のメッセージが入っています。

「ガザのいのちを守りたい！」
絵葉書セット

５枚１組

日本中にガザのことを知らせよう!!

あなたのメッセージをのせて、
ガザのことを日本に知らせましょう。

ご寄付はこちらへ

郵便振替口座　00160-7-177367　
パレスチナ子どものキャンペーン

刺しゅうする女性

子どもの絵

アトファルナろう学校

ナワール子どもセンター

ガザの海

　ガザ地区へのイスラエル軍の攻撃

によって多くの市民が犠牲になって

います。特に子どもたちの犠牲が急

増し、死者・負傷者の 3 分の 1 が

子どもたちです。

　パレスチナ子どものキャンペーン

は、ガザで以下のような子ども支援

を続けてきました。

アトファルナろう学校
　1992年にガザで初めてのろう学校

を地元のNGOと一緒に開校しまし

た。3歳から15歳の 300人の生徒、

職業訓練によって自立を目指す若い

ろう者70人と多くのスタッフがいま

す。現在その多くと連絡が途絶えて

います。逃げ場のないガザで、聴覚

障がいのある子どもたちの安否が心

配です。校舎にも被害が出ています。

ナワール子どもセンター
　2006 年にガザ南部のハンユニス

で開設した子ども参加型の児童館。

「子どもには遊ぶ権利がある。遊び

ながら成長する」という理念を掲げ

て、さまざまな活動をしています。

この地域にも攻撃が強まっていて、

この施設を利用している400人以上

の子どもたちの安否も不明です。

　　あなたのメッセージをのせて
　　　宛名面には「いま、あなたにもできること」一覧と
　　　「私からのメッセージ」を書く一言欄があります。
　　　あなたからのメッセージを加えて、
　　　友人やお知り合いにガザのことを知らせてください。

ご寄付頂いた方でご希望の方に差し上げます。


